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都市公園と民俗博物館の今後の課題

大和のカンジョウカケの神事(大和の民俗行事四)

昭和58年度博物鯨事業桜告
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はじめに

京都・大阪・奈良は、近午三斥ル具による「京

阪奈学剛都市構慈しで脚光左浴びて来た。こ

の三府県は、近畿の中でも貴重な文化遺産を

有する宝庫とも云われ、特にわか'奈良県・は、

日本古代文化の発祥の地として知られ、数多

くの文化財を残し保存されている。

然し、昭利40年代に入ると日本列島改造論

が云々され、大阪のべットタウンとしての地

理的な関係から開発が急激に進み、民俗資料

がこのま、では、散逸するとの判断から奥田

良三前知事の提唱により、当民俗博物館が建

設された経緯については、すでに周知のこと

と思、力れる。

昭和59年H月には、開館されて満10才を迎

えるが、これ在・ーつの節目として、過去の歩

みの跡を顧みるのも意義あることと考える。

1.民俗博物館について

地理的には、近世の城下町として発達した

大和郡山市の北西部(矢田町)に位置し、敷

地は矢田自然公園の丘陵を背景に、面積約20

万平方メートルの広大な大和民俗公園内に建

設されている。

特に博物館活動の中核となる民俗資料の収

集、保存、調査研究、展示等は学芸員の箇々

の活動或いは、チームとしての機能発揮に期

待するところが大である。

展示には、常設展示と企画テーマ展示があ

るが、常設展示こそ博物館の使命の主流であ

都市公園と民俗博物館の今後の課題

'

ると考え「大和の生業屡」では、稲作コーナ

、大和のお茶コーナー、山の仕事コーナー、
^^

生業を支えた職人コーナー(鍛治屋、樫木屋)

を設けている。

また、年2回のテーマ展や秋の特別テーマ

展などの事業、そして展示と併行して体験学

習講座や民俗カルチャー講座(民俗コース、

民家コース)を開催し、地元奈良県内はもと

より、大阪、京都の他rチ県の受講者も多く、

講座内容により部屋の関係上止むを得ず定員

を決めているが、定員をオーバーする場合か

孝く嬉しい悲鳴をあげている。

当館の展示は、他館にみられない手法を用

いている。例えぱ、稲作コーナーでは、結論

即ち収穫から逆に稲の枳播き(苗代)、整地へ

と展開していっている。また、展示台にして

も各コーナー毎に色わけし、寸法も移到J或い

は展示替えに便利なように、 90七ンチメート

ル角にしている。

解説は、わかり易く、楽しく観られるよう

に小学校4 ・ 5年生が理解出来るよう配慮し

ているが、反面平易すぎると云うそしりは、

まぬがれないかも知れない。

一方展示、講座等とともに館として重要な

資料収集も、第一次、第二次収集とその後の

収集で、約N,000点収集したが未だ充分とは

云えず、納屋や土蔵に眠る民俗文化財の収集

に努めているところである。幸い県民の皆様

方の御理解と協力により情報提供者も増え、

学芸員がその対応に忙殺されているよう加伏

況である。加えて、館への収集持込みは終っ

たもののその後の分類、整理に手間どってい

るのが実情である。

幸い昭和58年度に、かねて欠員中であった

学芸員が1名補充されて、 5 名になったとは

云え、収集した民俗文化財の整理と保存、特

に収蔵庫のスペースの問題もあって、意の如

暫くはかどっていない。収蔵庫については、

定措置として、庫内の空間を利用すべく鉄製

の棚を年次計画的に購入し、逐次整備してい

るのが現況である。

( 1 )
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2.大和民俗公園について

当初、昭和48年、県C屯独事業として行手し、

11a利50午12打に都市公剛としての都市、汁画決

定及び建設省の水業i忽可を受け、且卜継統工

芋中でj,る。

計四而秘については、前述のと力り20hαで

あって、用地は地元火11川山_1_1市(火和郡Ⅱ1市

士地開発公1、わの恊力を得て約90%の買収を

また、施設、舶栽等王事施行の而から兄る

と金纐的には、約75%位消化したことになる

が、令件町汁画を樹てた時点と現11丁点では、白

ら物仙上昇等の単価アツフがあるので、卦1か

らだけで判断するには危険性があり妥当では

ないとぎぇている

{示あ'、れる環境のよいところに_迄j也してい

るこの公咽には、やがて消え去って行くであ

ろう県下の代表的形式を残した古民家を移築

復原し、所'削「屋外博勃頂山的な構想から「民
;ち

家のある民俗公陸L として、「町家集落」「国
ノ」カ 1

中集落」「宇陀・東U1集落」そして吉野,の↑髪や
t 、,」J

吉里予本つで名高い「吉里予集洛」の 4 ブロソクに

分かれ、全体として15戸の移築復原を計画し

ている。現在、復原しー・般に公開しているの

は、町家で2戸、国中で2戸、宇陀東山で1

戸、吉野で1戸、何れも国の重妾文化財或い

は、県の文化財指定を受けた大和の民家であ

り、民家の歴史、変遷を知るうぇで貴重なも

のぱかりである。

このように、「空問のある」そして「ゆとり

のある博物鮪配置」或いは、大利民俗公鬨構

想は、最近斯界でも論議の的となっており奈

良県の詔タ)得る施設である。

3.今後の課題

民俗W"勿鯨と火和民俗公鬮を小心に今Πま

での歩み左'、り返ってみて米たが、熱らば今

後どうあるぺきか_どう 1、1'応1るのが亡N まし

いのか大命恕を,諭1るには、いさ、力小ノ.削i

す塑'るが、'W、いつ<ま、に>欠に記し、十〒様ノノ

の御叱正をたま b りたい

1}脚1士",そ習宝の允リ'

単に t,のミ゛へものを観るだけでは、最近

の住民の二ースに1'えられないのではなかろ

うか 1Ⅲち規耳恵見コーナーの,没讃である大

阪の困立民族学博勃頂創よ例外として tハ近く

では神戸市立博物鮮J艾いは岐阜のりトルワ

ルト等でみられる映像活用、テーフ、ビデオ

デスク等観る名の要求に介せ、屡示を補充す

るため甲・期に突現したい t,のの・つである

②県の中核としての民俗博物鯨

こ、近年、令国的な便向として、Π'史資料

鯨、民俗歴史資料■t等が市町村単位に設立さ

れる機運にある、当民俗博物鮪は、県下のこ

れら博物館の側';炎側手となり、助井、恊力出

来る館、として、機能的にも充突を図りたい。

B)専任解設員の展示場への常,1扉

このことについては、大和民俗公関建設審

議会民俗専門部会の委員の先生力から再三御

指摘のあるところであるが、現人員ではとて

も余裕がなく、特に申し出のあった小学校等

の団件q二随時対応■ているところである。

本来は、展示j昜に解説員を常、駐させること

力N1ほしいのでは、なかろうか。また、逐次

全国的にもその傾向にあると承っている。

(4)触察コーナー

すでに、小で述べた視聴覚コーナーの設置

と関連して、物に触れるコーナー(これは観

覧者が、物を伺由に触1卜勘も併せ配慮した

いものである。

^

'^_為:・、゛

゛-J^
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"岡^

(鯨長)
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大和の民俗行事@

大和のカンジョウカケの神事
ーカンジョウカケの紹介とその村落内での受容其"の課題によせてー

大和のカンジョウカケは、ツナカケともい

われ、年頭の行事として知られている。現在

カンジョウカケを行なってぃる村落=ムラは
1 '.

数少なくなってきたが、平群町椣原や明日香
..ち '゛■む} -1"、、ノ) 1、

村稲渕・栢森や桜井市小夫や榛原町額井はし、

ラの行事として受け継がれている。

とくに、平群N丁椣原のカンジョウカケは、

村内の金勝寺で行なわれる。村人(男)が各

戸から藁を持ちよって、オンズナとメンズナ

をつくり、仕上るとこの綱で綱引きをし、正

月8日に村内を流れる平群川に掛け渡して、

カンジョウカケの行事か兆冬る。この綱には男

根が付けられるのである。

また、明日香村稲決ル栢森の二つのムラで

も、この両村が協業してカンジョウカケを行

なう。村人(男)によって綱力泳肩まれて、村

のはずれに綱を掛けるが、ここでも綱に男根

が付けられる。

このようにカンジョウカケの行事は、ムラ

ごとに若干相異し、各々が特色あるカンジョ

ウカケ(ツナカケ)であるが、このような名

称をもたないが、桜井市江包と大西の両村協

業で行なわれているオツナ祭りも、・一種の力

ンジョウカケであろう。このオツナ祭りを次

に紹介することにしょう。

* *

この桜井市江包と大西のオツナ祭りは、い

くつかの伝承をもつが、いずれもが素蔓鳴尊

と稲田姫にまつわるものであり、五穀豊穣を

,

一

'ーノ

( 3 )

願ったものであることは大過ないところであ

る。

このオツナ祭りは、毎年2月8日から10

日まで営'まれてきたが、今日では同月9日か

ら 11日に変更されて神事が行なわれている。

2月9日には、江包でオヅナがつくられ、

大西でメヅナがつくられる。各戸から・一人が

参加して藁1把を持ちよってくる。

江包では、オゾナが村内の春日神社の境内

で行なわれる。今日の藁は機械刈りのために

オヅナはやや小さくなってきたという。まず

藁5把でオヅナの芯をつくり、藁20把をこ

の芯に巻き込んでいく(ネドコと呼ぷ)。この

ネドコは三段に少しずつ、づらして置いて、

このような芯づくりが5 回繰り返えされる。

3 回目のネドコは五.段に、 4 回目のネドコは

七段に、そして 5 回目のネドコは八段にしで

巻き込んでいきオヅナがつくられていく。

出来上がったオヅナは直径140伽程で、

長さ350伽程の大きさで、円錐形のオヅナ

の先端には綱を梁いでいくのである。オヅナ

が出来上がると古拝殿に納めておく。江包で

は「一夜お泊めする」という。このオヅナを

大西の人(区長)が挨拶がわりに見にくる。

・一方、大西では、村内の市杵島神社の堂内

で、メヅナの胴体になる3つの足が長く編ま

れてぃくが、この 3つの足がいっしょに三つ

編みにされて、オヅナの直径よりやや大きめ

になったところで編み終わる。三つ編みにし

た後、輪をつくり、女陰をかたちづくる。こ

の本体やこの本体を巻くマキヅナや尾が出来

上ると、堂外つまり境内に出して、本体に毛

をつけて、さらに本体の輪の部分を二つ折り

にして、マキヅナで巻いていくと作業か'終わ

る。その後再び堂内に納めるが、頭の部分を

その年の<アキの方向>に向けて、大西のメ

ヅナつくりも終了する。

2月11日の神事最後の日は、江包では神

社の古拝殿からオヅナを出し、神社の近くの

広い場所でオヅナを成人させてから溜池の淵

まで20人程でかついでいき、そこで手じめ

奥野義雄
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を行女う。そのとき「シャン もひン气'ノ'

とつせい力うてさんどのオツシャカシ

ヘ,ン」と掛け声をかけ、その後村の目出たい

事のあった家を廻わり、神社へ戻るのである。

そして、神社へ戻ってから、暫く綱の上で村

人が、3、ざけ、その後神社を出て田へ行く(樋

上さんのたんぼと呼ばれている)。この田でオ

ナをそばに置いて、泥相撲を行なう。この

泥相撲力絲冬ると村人だけいったん神社へ戻る

のである。この間、大西では、江包の初瀬川
tー「 ぎ U)

沿の素蔓鳴神社に行き、先にメッナを古木に

掛ける作業を行なうと共に、この間に大西の

仲人さん(喜田家が代々行ない世襲制を保持

してぃる)が江包の樋上さんのたんぽへ呼び

つかえに来る。かつては《七回半の呼びつか

え》と言い伝えられているが、今日では形式

化してぃる。仲人の呼びつかいで、江包のオ

ヅナが素蔓鳴神社へ進んでいく。到着したオ

ゾナは、メヅナの反対側(東仰D の古木に掛

けて、すでに吊り推卜けられているメヅナと結

びつけるのである。このメ'ゾナとオヅナ左し

つかり結びつけてから、神社の正面に結合し

たオヅナとメ'ゾナがくるように吊り上げてぃ

くのである。

掛け終わると江包と大西の両村の村人が手

打ちを行ない、その後神主のノリト(祝i田

を神前で唱えて神事力珠冬わるのである。

この神社境内およびそれに隣接する地を、

江包の村人ばカンジョ、(勧請)と呼んでい

ることからも、゛カンジョウカケ、と関連する

であろうと考えられる。

このように、桜井市江包と大西の両村協業

のオツナ q卸綱)祭りは、毎年五穀豊稜の祈

願を内存させて行なわれている。

( 4 )

▲桜井市江包・大西のオツナ祭り

* **

カンジョウカケ(ツナカケ)の行事やその

伝承によって、カンジョウカケを知ることが

できる一方、各地にカンジョウカケが行なわ

れてぃたことを次の史料け也方文書)からも

カンジョウカケが存在したことを知る。

たとえば、「福住村文禄検地帳」(年耒詳)の

「かわら、かんじゃう(かんしゃう)神主下

北うら坂」という記載^前・後部欠落によ

つて明らかでないが、字名を書き込んだもの

と思われる^によって、「かんヒやう」(勧i削

の存在したことを知る(傍点一奧野)。そして、

「上ノ庄文禄検ナ也帳」にみえる。
凸ハ 1 /J ,、.'

上壱反四畝十四歩弐石壱平七升藤四

郎.(中略)
ι,1 1 1 カノ

中四畝廿四歩六斗二升三合弥二郎

という記述がそれで、「かん上」は「勧請」を

表わすものであろう(傍点一奥野)。

この文書によって、福住や上ノ庄のムラで

は勧請田(勧請の行事を行うべき費用を捻出

する田)があったことを知る。

この史料をみる限り、各地に勧請田があり

すでに文禄検地が行なわれてぃた時期に存在

してぃたことを示唆するものといえよう。

しかしながら、この「検地帳」にみる「か

んじゃう(かんしゃう)」「かん上」が現実に

「勧請厶かつ《カンジ,ウカケ>の神事に繋

つていくものか、否かという実証的な検討が

必要であり、ーつの課題として提起すること

として、ここではカンジョウカケの神事の紹

介にとどめておくことにしたい。

( 1 9 8 '1.2.2 4 ]')
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昭和58年度博物館事業報告

近年にない雪の多いかつ寒い冬J呼軍も一月

堂のお水取りか糸冬るとともに着実に゛春゛が

そこまで来た事を肌で感じさせてくれる今日

この頃です。

時あたかも59年度は当奈良県で第39回国民

体育大会が開催される年でもあり、また本年

Ⅱ月で当館が開館して満10才になる意義深い

年でもある。したがって従来のこの歩みをー

つの節として来るべきⅡ年目を゛温故知新、

とする新たなキャラクターとしての伸展刻頼

うものである。

日く、有形、無形の芸能伝承資料の収集、

並びに県内の民俗資料の中核的情報センター

としてetc -ーーである。

ひるがえって本年度は展示においては、吉

野の山村生産用具一式 1,226点が奈良県文化

財として指定され、これを記念しで吉野の

山村生産用具展、を開催し、吉野の林業を支

えた人々の歴史を知るためにはこの展示急み

のがすわけにはいかなかったであろう。

また特別テーマ展として、修'験道のメッカ

としての大峰山寺が約300年振りに大修理が

おこなわれることになり、これを含めてこの

機会に県の吉野・大峰山在中心とした、山の

信仰と吉野修'験、の実態を山と人とのふれ合

いから考察することにした。

また、テーマー展゛暦と時、は「11寺」を発

見し、時計をつくり改良し、人々の中へ溶け

込んでいった時の思惟や「暦」がどの様にし

て人々の生活の中に定着していったかを見る。

動く展示としての三面マルチオートスライ

ドの第討乍目として'はたおり一女の仕事、

を製作公開し、今も県内に残る織りものの伝

承技術をとおして昔のくらしの一端を見るこ

とにした。

相変らず人気のある体.験学習は今年は移築

復原した民家を使っての御供餅つくり・竹か

ごつくり・シメナワつくり・原々討幾を使って

のはたおり等、毎回申込者が多くいづれも抽

せん斉するという盛況の内に体,験学習を終え

た。

また、民俗カルチャー講座においては、民

俗学を中心に、ときには考古学、民俗学、そ

して歴史学の領域も含めた学習テーマーで、

毎回講義を開催し、民俗学の一端を縊いても

らった。そして回を重ねる度に熱心なファン

が着実に増えつつぁる、

目を公園内民家の方へ向けて見ると昭和郭

年度からの懸案であった八重川家の解体移転

が本年度認、められ、解体して無事当博物館に

収納した。旧八重川家は山間部における地域
的特徴を持った住宅で小規模ではあるが建物

の時代的変遷を知り得る上で重要である。建

築年代は19世紀前半2問取りの庶民的な農家

住宅である。

次に十津川地方の代表的な民家としての旧

木村家住宅の復原とあい俟って一般公開をお

こない、これに伴って公園内に移築復原され

た民家寄贈者・御指導いただいた方々をお招

きして旧木村家に設えた囲炉裏で「囲炉裏開

き」をおこなった。

一方公園専対也については、本年度の公園用

地の買収面積5,559'を加え、全公園敷地の

90%の買収を了した。

次に公園の整備計画においては、本年度は

園路、広場の整備と、修景施設等の工事をお

こない公園としての体裁を整え、県民の快適

な憩のナ昜としての環境を着々と1蒲えつつぁる

といえよう。

以上、昭和58年度事業の主なるものを拾い

上げたが、詳細は次の通りである。

司博物館事業ト

゛展示

昭和58年4月7日から 9月1]日まで

テーマ展「県指定文化財記念吉野の山村生産

上何具'」

昭村158年9月23日から 11月11日まで

特別テーマ展「山の信仰と吉野修験」

昭和58年.11月23日から 3月28日まで

テーマ展「暦とH寺」

・1・速報展

昭平U58ず、4月7日から 7月10日まで

稲葉安正

( 5 )



寒

民俗文化財速報展「大絵馬」

昭和58年7月12日から11月22日まで

民俗文化財速報展「はたおりの凖備」

昭和58年Ⅱ月23日から昭和59年4月7日まで

民俗文化財速報展「桶とその製作用具・」

゛移動展

昭和58年4月8日から 4月19Eほで

移動展「テーマ展・吉野の山村生産用具」

展紹介(南都銀行木店)

昭和58年7月9日から 8月6 H まで

移動展「大利赫わ(南昂銀行郡山却詞

昭和58年8月30日から 9月6日まで

移動展「特別テーマ展・山の信仰と吉野

1彦.町し示召介(南都銀行本店)

昭和59年2月N日から 2月24日まで

移動展一一掘・暦部■紹介(郎鋤り
戒・民俗カルチャー講座

民俗コース 1 昭和58年6月~ 7月(4 回)

%編みと紲りの文化を掘る小笠原好彦氏

%絵巻物にみる着物蔭山宏子氏

%庶民と着物の接点片岡五月氏

%晴れと嚢の着物文化を織る片111陽次郎氏

民俗コースⅡ昭和58年10月~Ⅱ月(4 回)

%山の神まつり原泰根氏

%水神に祈る踊一雨乞習俗としてー

高谷重夫氏

%野神まつり田中義広氏

%田の神への誘い一御田植杣事からー

林宏氏

民家コース昭和59年2月~ 3月(3 匝D

%寺内町の民家松本修自氏

%街道筋の民家上野邦一氏

%城下町の民家亀井伸雄氏

゛体験学習講座

585月22日御供餅つくり徒員60知

7月30日~31日竹カゴつくり(定員如名)

9月25日ワラカゴつくり陀貝脚名)

11月27日シメナワつくり能員80名)

591月21日~22日特集・はたおり教室随員如知

゛民俗資料煉蒸

昭和59年3月25日から27日まで

・1・印刷物

博物館研究紀要第8号

博1勿館だより VOI XNO.1~V01.X NO.4

特別テーマ展図録「山の信仰と吉野修.ち知

旧鹿沼家住宅調査報告書

司広報活動ト

゛テレビ・ラジオ

58%テーマ展〔吉野の山村生示用↓・り紹介(奈
良テレビ・県政ウィークリー)

%民俗博物鮮广民家紹介(NHK粲良放

送1,},640)

%体験学習講座紹介(奈良テレビ・県政

ウイーク

%民'永紹介(N H K奈良放送局、 646)

% 特別テーマ展〔山の俗仰と吉町修験〕紹介

( N H K 粲良放送1'0.640)

%体験学習講座〔はた力り教室〕紹介(奈

良テレビ・県
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▲移動展(テーマ展紹介)
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%~%柄女子大学博物館実習

%~%駒沢大学博物館実習

% U、教大学博物鮪実習(兒学)

% U、教大学博物館実習(兒学コ

%~%花園大学博物館実習

%大阪芸術火学博物館実習(兒学)

脚%奈良大学博物館実習(兒学)
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▲民俗カルチャー講座(民俗コース 1)

司管理・運営ト

施股侍・鄭ψ鳥田御夫鯱長奥田猛

{京危.七厶奧野鞍旗次長稲葉安正

f"上水大菖寸人紅U・イ・、祭西岡利屶

0 浦西勉上査金春智子

上仟・学芙員 1恵田陽子i、芋政務

゛芸上,井黄山浩子事務職n家城貴子

"ーや条長谷川晋平

゛人事異動

<転入> 584月1日付・主事金春智子、芋一
^

主事横山浩子 587月1日付・技師W鳥田神夫

主事政務

<転出> 584月1日付・主事和田泰子、 587
月1日付・主査田中幸男、技帥倉窪孝

゛民俗専門部会

池田源太(奈良教育大学名誉キ対到、堀井甚一

郎(奈良教育大学名誉教授)、平山敏治郎(成

城大学キ餅劉、岸田定雄(近畿民俗学会代表理

事)、林宏(八代学院大学,対劉

゛民家専門部会

杉山信三(京都市埋蔵文化財研究所長)、岡田

英男(奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調
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寄贈民俗資料分類目録

畔鯏158年3月より昭手Π59年2月に至る闇、 17名の方々から 249,'1、Uこ及ぶ民俗資料・在ご寄

賠いただきました。ご芳名を記して、厚くお礼中し上げます。なおこの他、寄鯆されまし

た民俗資料.の整理訟]査途上のものは掲載しておりませんので御苓苅女たまわりたい。午々県

民の力々からご恊力をいただき、重ねて御礼中し_Eげます U1偵不1司、敬称略)。

分1心番号 il"1柾系月

匪衣・食・住

W 服飢

A-A 2 4 7 2

2499

2503

2518

2526

ノ、

ノ、

昭和58午3月から

昭和59年2月まで

ノ、

ノ、

2462

2463

2465

2466

2467

2468

2469

2470

2473

2474

247フ

2478

2479

2480

2481

2482

2483

2484

2485

2486

2487

2489

2491

2490

2492

2494

2495

2496

2497

2498

2500

2501

2502

数リ

え含' 1勿 (単)

0 山り

採集地

奈良市北椿尾岡

羽誠

ナガジュバン(単)

子減 (単)

0 (袷)

0 (単)

寄蝋名氏Z

着.才勿

福井久夫

(単)

(単)

(袷)

(袷)

(袷)

(袷)

作合)

山り

(単)

(袷)

(単)

(袷)

(袷)

(袷)

( 8 )

民俗資



分類番号

A-A

調査番号 イ,、

勃J

資邪

(袷)

ιJ

ιJ

名

ιJ

0

0 作御

予吊ノ＼ノ、ンテン

宗吊ノ＼

ミ吊人裏地

ミ吊人バンテン裏地

ホ吊ノ、表地
1」十

'「1]

敷量

イ、

イ゛

採集地

奈良市北椿尾町

ι

河J

イ゛

恨)食

B-B

B-D

」1J

ilJ

寄賄者氏名

福井久夫

ι、

ウ

事

コ

JIJ

B-G

B -1

/＼

il゛

ι、

イJ

ι・

ン

^

ウ

0

^

ヨ

0

ι・

ノン

イ、

(C)住
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図書寄贈者目録

畔鯏155圷・H月から昭不1158年12上ほでに、館だより・年桜・桜告書・・紀斐・1叉1"・単行本

等を御寄!増いただいた寄則者(機関)名をa'dし、感謝の意を表します化'孜刊、略γイゥエオ11山

1.博物館・研究機関

相川郷士博物館会津民俗鯨アイヌ無形文

化伝承保存会青森県立郷士鮪秋田県民俗

学研究会秋田県立博物館熱田神宮宝物鮪

飯塚市歴史資料館池田市立歴史民俗資料飴

石川県立郷土資料館伊勢民俗学会伊丹市

立博物鮪市立市川博物館市立市川歴史博

物館扶城県歴史館磐城民俗研究会岩乎

県立農業博1勿食官岩手県立博"頂官上田市立

博物館上田民俗研究会浮世絵太田記念美

術館海の博物館浦利市立郷士博物館江

戸川区郷士資料,室愛媛県立博物館近江地

方史研究会近江文化会大分県立宇佐風士

記の丘歴史民俗資料館大阪経大学会大阪

城天守閣大阪市立自然史博物館大阪市立

博物館大阪市立美術館大阪人樅歴史資料

館大阪文化財七ンター大阪郵政考古学会

大谷女子大学資料館大谷大学民俗学研究会

岡山県立博物館岡山市立オリエント美術館

岡山民俗学会小川原湖民俗博物館沖縄県

立博物館沖縄民俗研究会小浜城跡発掘調

査団尾鷲市立中央公民館郷士室加賀市歴

史民俗資料館香川県文化会館家具の博物

館加古川流域滝野歴史民俗資料館可児郷

士歴史館鹿児島県歴史資料七ンター黎,明飴

鹿児島民具学会鹿児島民俗学会橿原市千

塚資料・館春日顕彰会春日大社宝物殿神

奈川県立博物館加能民俗の会蒲郡市郷士

資料館元興寺文化財研究所韓国文化院

関西大学民俗学研究会紀伊風土記の丘北

上市立博物鮪北九州市立歴史博物鮪木下

美術館岐阜県博物館君津市立久留里城址

資料館京都国立近代美術館京都国立博物

館京都精華大学針畑生活資料・研究会京都

服飾文化研究財団京都府立総合資料館京

都府立丹後郷土資料館京都府立1」」城郷士資

料館近畿文化会近畿民只学会近畿民俗

字会 釧路市立郷士資料・館熊本市立熊本博

昭利郭午Ⅱ月から

昭和58年・12打まで

物鮪倉吉博物鮪群'嶋県立歴史博物鮪群

嶋歴史民俗研究会憲政記念館皐学鮪大学

史料編纂所工芸学会交通科学館行動と

文化研究会神戸市立教育研究所神戸市立

博物館郡山城址柳沢文庫保存会国学院大

学考古学資料館国学院大学民俗学研究会

国際交流基金国立史制・館国立民族学博物

館国立歴史民俗博物館小平市遺跡調査会

古典と民俗学の会小松市立卜専物鯨小山市

立博物館埼玉県立さきたま資料館埼玉県

立博物館埼玉県立民俗文化七ンター埼玉

県立歴史資料館垪市博物館辧民俗会佐

賀県立九州陶候文化館佐賀県立博物館相

模民俗学会桜井史談会佐渡国小木民俗博

物館狭山町立郷士資料館山陰民俗学会

滋賀県立近江風士記の丘資料館滋賀県立長

浜文化芸術会館滋賀県立琵琶湖文化館滋

賀民俗学会四国民家博物館静岡市立登呂

博物館史正会篠山町立篠山歴史美術館

しまうた文化研究会島根県立八雲立つ風土

記の丘資料館志摩民俗資料館斜里町立知

床博物館上越市立総合博物館庄内民俗学

湘南砂丘遺跡研究会白河市歴史民俗資ユ弌

料館神宮徴古館農業館人類文化研究会

人類文化研究所須賀川市立博物館西郊民

俗談話会成城大学民俗学研究所西武美術

館世田谷区郷士資料館瀬戸内海歴史民俗

資料館仙台市博物館仙台市歴史民俗資料

館惣谷狂言保存会総本山長谷寺文化財等

保存調査委員会太鼓資料館準備室大正火

学仏教民俗学会高島町歴史民俗資料貞官 高

山市郷士館館林市立資料館たぱこと塩の

博物館置賜民俗学会置賜民俗資料館知

多市民俗資料・館秋父民俗研究会效道博物

館千葉県立安房博物館千葉県立大利根博

物館千葉県立上総博物館千葉県立戻総、風

士記の丘千葉市郷士館千葉市立郷士博物

館地名を守る会運営委員会事務局中四国

住御
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民具学会調布市郷士博物鮪 i判_[1科学教育

博物館津山市立津山郷士鮪帝塚山考古学

研究所帝塚山短期大学H本文化史学会天

天理参考館天理大学学術研理ギャラリ

究会束京家政大学生活資料館東京大学史

料編纂所東京都庭園美術館東京農業大学

農業資料室東京農工大学工学部付属繊維博

物鮪東京農工大学農学部付属農場東京民

芸協会東北学院大学東北文化研究所東北

大学日本文化研究所東北歴史資料館東洋

大学アジア・アフり力文化研究所東洋大学

民俗研究会徳島県博物館土佐民俗学会

栃木県立郷士資料館栃木県立博物館鳥取

県立博物館富山民俗の会豊橋市美術博物

館内藤記念くすり博物館中野文化センタ

一郷士資料室長野市立博物館名古屋市博

物館奈良県部落解放研究所奈良県立橿原

考古学研究所奈良県立橿原考古学研究所付

属博物館奈良県立美術館奈良国立博物館

奈良国立文化財研究所奈良国立文化財研究

所飛鳥資料館奈良国立文化財研究所埋蔵文

化財センター奈良市史編集室奈良市小学

校教科等研究会成田山霊光館南都仏教研

究会新潟県民俗学会日本海事史学会

日本科学技術振興財団科学技術館日本建

築家協会日本工芸館日本口承文藝学会

日本常民文化研究所日本地名研究所日

本はきもの博物館日本美術刀剣保存協会
日本民家集落博物館日本モンキーセンター

沼津市立歴史民俗資料館寧楽美術館農村

文化研究所野田市桜台遺跡調査会野田市

本郷遺跡調査団萩市郷士博物館白老民族

文化伝承保存財団八王子市郷土資料館花

園大学民俗研究会羽曳野市埋文胴査センタ

浜松市博物館東大阪市立郷土博物館

東大阪市文化財協会美術文化史研究会氷

見市立博物館日向民俗学会兵庫県立近代

美術館兵庫県立博物館設立準備室兵庫県

立歴史博物館平塚市史編さん室平塚市博

物館広島県草戸千軒町遺跡調査研究所広

島民俗学会ひろしま・みんぞくの会枚方

市文化財研究調査会福井県陶芸館福井県

立博物館建設準備室福井県立若狭歴史民俗

資料館福岡市立歴史資料館福岡県民俗学

会福島県立博物館基本構想検討委員会

藤沢市文書館富士市立博物鯨富士美術館

府中市立郷士鮪仏教大学学会仏教大学歴

史研究所仏教民俗学会福生市郷士資料・室

船の科学館ブリチ'ストン美祐祺官文化庁文

化財保護部平群史顕を守る会別府大学付

属博物館鳳来寺山自然科学博物館ポーラ

伝統文化振興財団穂高町郷士資料'館北海

道開拓記念館町田市立博物館まつり同好

三重県郷士資料刊行会三重県立博物館会

御影史学会御影民俗学研究会三_国町郷士

資料館三島市郷士館美濃民俗文化の会

宮崎県総合博物館宮島町立宮島歴史民俗資

料鮪宮本馨太郎記念財団民具製作技術保

存会民俗と歴史の会武蔵野美術大学生活

文化研究会明治大学商品陳列館明治村

矢田部落史研究会大和文華館山形大学付

属博物館山形県立博物館山形県立博物館

教育資料館山口県立山口博物館横浜市三

殿台考古館りトルワールド竜門文化保存

両津市郷士博物館陵南の森歴史資料室会

歴史考古学研突会輪島市立民俗資料館早

稲田大学会津博士記念東洋美術陳列室早稲

田大学民俗と歴史の会

2.教育委員会

相川町教育委員会飯塚市教育委員会岩手

県教育委員会江戸川区教育委員会大田区

教育委員会大塔村教育委員会大野城市教

育委員会大宮市教育委員会岡山県長船町

教育委員会春日井市教育委員会蒲郡市教

育委員会河内長野市教育委員会岐阜市教

育委員会京都府教育委員会神戸市教育委

員会埼玉県教育委員会佐賀県教育委員会

滋賀県教育委員会吹田市教育委員会世田

谷区教育委員会大東市教育委員会当麻町

教育委員会千葉県教育庁天理市教育委員

東郷町教育委員会十津川村教育委員会会

富山市教育委員会奈良市教育委員会新潟

県教育委員会西宮市教育委員会羽曳野市

教育委員会東大阪市教育委員会枚方市教

育委員会福岡市教育委員会福生市教育委

員会平群町教育委員会松原市教育委員会

三国町教育委員会和歌山県教育委員会

3.大学・図書館

お茶の水女子大学文教育学部教育学研究室

関西大学老古学等資料室関西大学博物館学

(14)



課程国学院大学博物館学研究室駒沢大学

考古学研究室桜井女子短期大学冬木記念図

書館聖母女学院短期大学生活科学第一研究

室蛋摩美術大学帝塚山学院大学図書館

帝塚山大学考古学研究室帝塚山大学考古学

実習室帝塚山大学図書館帝塚山短期大学

図書館天理大学付属図書館東京農業大学

図書館同志社大学博物館学芸員課程奈良

教育大学付属図書館奈良芸術短期大学図書

館奈良県立医科大学付属図書館奈良県立

橿原図書館奈良県立短期大学付属図書館

奈良工業高等専門学校奈良佐保女学院短期

大学奈良女子大学付属図書館奈良市立帯

解小学校奈良大学図書館奈良大学文学部

奈良大学考古学研究室奈良文化女子短期火

イ、」'1,'1刈書1官広島女子大学仏教大学1刈,}ー」

鯰松枝小学校武藏大学人文学部明治大

孕学芋貝養成1深程之教大=ブf校・社会教育

,淋咋 1北谷大字支字部

4.個人

浅野清池田源太池田末則泉房十浦西

勉大島暁雄奥野義雄岸田定雄木村一

倉窪孝倉田貴子佐藤和子佐藤利夫澤

田寿々太郎芝正夫清水達夫下野敏見

宗田一田中義広玉崎巳蔵坪井みゑ子

戸川安章永山祐三西岡常 NOLD

EGENTER 林宏平沢一雄平野蝶松

井茂松崎途三宮ψ奇消 U_1、ト英世吉岡1説

米沢為市郎渡辺誠

5.その他

暁教育図書秋田県企画調整部企画調整課

茨城県生活福祉割絲念合県民室エソソ・スタ

ンダード石油株式会社広報部大神袖社オ

ー/、社小黒企画学習研究社神奈川県県

民部文化室河合町京都市文化観光局文化

財保存課近畿日本鉄道公益社講談社

国際報道社桜井市役所三広企画株式会社

小学館新人物往来社染織と生活社伊達

市役所ティ・ビー・エス映画社天川村役

場東京法令出版株式会社奈良県奈良県

商工観光館奈良市八島町自治会日本りク

ルート七ンターはあとぴあ出1扱日立藤

沢市役所府中市環境部名著辻.版大利郡

山市役所大チ1恬B山市立少年自然の家大和

高田市

1 9 8 4 11だより V01. X NO.4

〒6.判・Ⅱ奈良県大和郡山汁i矢ⅡⅢ115'丑0743S3、.Ⅱ7Nや
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一月生に 1」_」のネ印まーコリは]] 1] 7 H 、 1 門 7日、 6 j・j

7 H をどに行左力れるか、祭りごとの中心になるH

か 1円 7 1_1や11打 7 Πである」昜介が少なくをい。

亜編集後言己■
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・民俗博物館の行事予定
テーマ展「大手11のはたおり」

Ⅲイ111591干、、1 上] 8 [1 ~ 8 Π 25 H

※テーマ展大,刀々1卜えの1鯏Ⅲ1中( 3 j・1291、]~ 4 門 7 1_1〕

テーマjヂ1々示室は、"」室しま・小ので、こ]'ノ兵下さい゛

1、!.イ谷カルチヘ・ー,淋lqξ(上(.1谷コース 1 )( 1、LJ、!.と]七11谷)

心n60名

川1千Π591r 6月23 Π~ 7 刃 7日

(い、すオ1 も_1:1リ" 1_1、勺、イ髪 2 Π、予より)

1上いと秀JI・'は]崚6ノノ
ノ伽

,飴 「↑1りio)1ゞ」!.と丑早イ谷

1手 1上い、畔iれと爽

☆子,11;☆

Nイ谷カルチヘ,ー,;所凶ξd)1ぐイ谷コー大Ⅱ力よび」く家コー

スはト,礼!d)共j1剛」にⅢⅡ崔・f・1琶でーす、。

●上くイ谷コースⅡ 101-1]31_1 ~ 10 lj2711

(い、す'れも上Ⅲf!1_1 午 1髪 211、〒より)

●↓ぐ'交コーノ、.601ド3打]0日~3jj]711

(いよれも 1」" il)

※1司,品、凶ξについての詳羽11は、旦'1針ン＼力1剖い A、bせ卜さ
L、

1本1ぢ矣'f二L1由生1'γ「↑¥リ1 ・はた上りキ文室 1 ~Ⅱ].

d' n f定12 γ,・、 21名
Ⅲ1イΠ59イr 5月]9 Π U.)~ 2011イΠ](第 1 1"Π 1)

",'{1115911'.6 リ 161111}~]711(ゆ(第 2 1"111)

昭不115911ミフ 1]2111U.)・、221HⅢ(姉13 1ΠΠ1)

※ 1'」,.JJ N、は、 1 ~ 3 よ'ぐ」虫ξノじご'参川1 できく゛人で1,1,し1バ心

Π二,イき,1.」染上し、'太1劣、山、にた力り.て゛モリぐぃく
まぐ d)」.f'^1き弌,スターし'ぐ t,4 ンよ)に企1血しま

セ、、,;f1 くけ'1鎭'ヘ力 1川い介 b せドさい、


